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    ※添付資料 有 無 

 

 

 趣  旨  「文化財防火デー」は、昭和 24 年 1 月 26 日に、現存する世界最古の木造

建造物であった法隆寺金堂が炎上し、貴重な壁画が焼損したことを受け、

昭和 30 年に定められました。この活動では、火災・震災やその他の災害

から文化財を守るため、この日を中心として文化財防火等の運動を展開し、

文化財に対する理解を深めることを目的としています。 

 内  容  ・有形文化財所有者及び管理者への通知（1 月 17 日付） 

       ・広報活動（ポスター掲示／啓発） 

       ・パトロール等の実施 １月 24 日（金） 

         箕輪町消防署も合同で立ち合います。 

  ・無量寺（北小河内）   10:00 ～ 10:40 

・明音寺 楼門（松島）  10:50 ～ 11:30 

・正全寺 仁王像（上古田）11:40 ～ 12:30 

              ※時間は目安です。 

毎年 1 月 26 日は「文化財防火デー」です。箕輪町教育委員会では、標記の件について

下記のとおり実施します。 

箕輪町役場 郷土博物館 プレスリリース  

令和２年１月 16日 発信 

教育委員会 箕輪町郷土博物館 
(館長) 山口 弘司 (担当) 宮下 美鈴 
電 話：０２６５－７９－４８６０ 
ＦＡＸ：０２６５－７９－４８６０ 
Ｅ‐mail：hakubutsukan@town.minowa.lg.jp 

「第 66 回文化財防火デー」について 
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